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やまなし男と女とのフォーラム・
男女共同参画推進事業者等表彰

やまなし女性の知恵委員会委員
を委嘱しました！

やまなし男と女とのフォーラム  ～いい明日は　仕事と暮らしのハーモニー～

男女共同参画推進事業者等表彰

　6月8日、県立文学館でフォーラム及び表彰式を開催しました。

　劇団さくらっ子と富士河口湖町男女共同参画推進委員会の二つのパフォーマンスによる男女共同参画の啓発活動
を紹介しました。また、エッセイストの村松真貴子さんの講演では、「自分が心地よいと思ったことを言葉にして
相手に伝えると、相手も喜
び、お互いにやさしい気持
ちになれる。心と心を通わ
せていくことが、男女共同
参画社会の第一歩となる。」
と楽しくわかりやすいお話
をしていただきました。

　県では、山梨県男女共同参画推進条例に基づき、男女共同参画社会の形成に向け県民意識の高揚を図るために、
男女共同参画を推進する活動に積極的に取り組んでいる県民、事業者等を表彰しています。
　今年度は、次の方々に県民表彰及び事業者表彰を実施しました。
　　●雨宮悦子さん（山梨市）　●溝呂木百合さん（上野原市）　●原田眞弓さん（増穂町）
　　●（株）石友　　　　　　　●（株）オフィス・パパドゥ　　●ＮＥＣコンピュータテクノ（株）

　8月7日、県では、女性の知恵と感性を県政に反映させるため、
「やまなし女性の知恵委員会」を設置し、委員29名を委嘱しました。
　委嘱式の後、暫定版行動計画から県の政策説明を行い、委員長
に南アルプス市の中澤清子さんを互選しました。引き続き、3つ
の班に分かれて、関連施策の説明、委員の意見発表を行いました。
　今後、それぞれのテーマに関する県政への提案をまとめていく
こととしています。

少子化対策班

農業農村の活性化班防災・安全安心対策班
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の講座から 各ぴゅあの昨年度の講座からご紹介します。
お問い合わせは、各ぴゅあまで！

●ぴゅあ富士パートナーシップセミナー
　「紛争地に生きる～私の出会った女性と子どもたち」
　　日　時　平成19年6月30日（土）
　　講　師　山本美香さん（イラク･アフガニスタン取材のジャーナリスト）

●弱者の立場で取材されている山本さんのお話はとても心に残りました。危険な
地での取材は大変だと思いますが、女性、子どもという視点でこれかも様々な
問題に取り組んで欲しいと思いました。（50歳代女性）
●山本さんの体験から、世界中の抱える問題を知りました。人権や思想の自由の
ありがたさを感じました。2人の子どもの母親として、子どもたちに伝えていき
たいと思いました。（30歳代女性）

ぴゅあ富士の講座から

ぴゅあ峡南の講座から

ぴゅあ総合の講座から

●ぴゅあ総合市民企画講座 
　ＮＰＯ法人 テクてく・take「第１回 父と子の料理教室」
　　日　時　平成19年7月14日（土）
　　講　師　企業組合ワーカーズコレクティブ「パクぱく」スタッフのみなさん

●最初はグラタンとサラダはレベルが高すぎると思いました。でも、
つくってみるとわかりやすく、簡単にできました。グラタンができ
あがったときは、よくできていたので驚きました。料理経験が少な
い祖父と来たので心配でしたが、お互いに助け合ってつくることが
できました。前に1回来たことがあって、その時は父でした。今回の
経験をもとに、家でもつくりたいです。（小学校5年生）
●調理法がシンプルながら、旬の野菜をふんだんに使用したレシピに、
講師・スタッフの方々の工夫が伺えました。とてもわかりやすく、
またとても親切に教えていただきありがたかったです。（40歳代男性）

●ぴゅあ峡南パートナーシップセミナー
　「考えよう　身のまわりにある思いこみ」
　　日　時　平成19年6月26日（火）
　　講　師　栗田真司さん（山梨大学准教授）　

　地域社会の現状から始まり、身近にある思いこみがコミュニケーションをいかに損ねているか、その気
づきが男女共同参画の課題にもつながっていることがとてもよくわかりました。
●とてもわかりやすく理解できました。周りの方が「そうだよね！」「あぁそうか！」と口にしていましたが、これが
男女共同参画の大切な一歩ですね。（50歳代女性）

●今まで生きてきて今日のお話が一番身にしみて聞くことができ、これから残された人生を今日のお話を参考
にしながら生きていきたいと思います。（80歳代女性）
　身のまわりのできることから実践していこう、今日から自分を変えていこうという元気をもらった講演会でした。
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　真の成功は、世の中で言われている価値観に惑わされず、自分が満足する人生を送ること…
この考えのもとに、7人の輝く女性たちの人生と生き方、考え方が紹介されています。
　彼女たちが、“今”を手にするまでには、どんな苦労や悩みがあり、どのように乗り越え
ていったかが等身大で綴られています。知らず知らずのうちに、一人一人の人生に引き込ま
れてしまいます。
　そして、大いに刺激をもらい、『夢』に向かって一歩踏み出す勇気がもらえます。

（ぴゅあ富士所蔵）

男女共同参画推進センター（通称ぴゅあ）のこれからの
講座について紹介します。
詳細については、各ぴゅあへお問い合わせください。

●パートナーシップセミナー ～子育て支援講座～「あんしん子育て講座」
　　日時等　10月11日（木）10：00～正午 「よちよちクラス」…1歳半～2歳半
　　　　　　10月12日（金）10：00～正午 「きっずクラス」…2歳半～3歳
　　講　師　ちびっこはうすインストラクター
●パートナーシップセミナー
　「安心して産める場を求めて ～もう一度産みたくなるお産～」
　　日 時　11月2日（金）10：30～14：30
　　講 師　上田市産院 副院長 広瀬健さん

●パートナーシップセミナー 「わくわくリトミックランド」
　　日 時　10月31日（水）～11月30日（金）まで全6回
　　会 場　管内各町
　　講 師　リトミッククラブ「ぽっけ」主宰 木内貴子さん・長洞まゆさん
●パートナーシップセミナー「知っ得なっ得！　家族の介護　自分の介護」
　　日 時　1月24日（木）10：00～11：30
　　講 師　介護アドバイザー 高口光子さん

●パートナーシップセミナー「親子で遊ぼう！！ バルーンアート＆ハロウィンのフェイス
　ペイント ～かわいい笑顔をスクラップブッキングで思い出に残しましょう～」
　　日 時　10月27日（土）10：30～
　　講 師　Ａんふぁんねっとスタッフ
●エンパワーメントセミナー
　「ちょっとパソコンができる方へ ～お知らせを往復はがきで作ろう～」
　　日 時　11月15日（木）、16日（金）13：00～16：00
　　講 師　山本孝治さん

●男女共同参画推進センター3館のフェスティバルを次のように開催します。
　　●ぴゅあ総合　 9月29日（土）  9月30日（日）
　　●ぴゅあ富士　10月20日（土） 10月21日（日）
　　●ぴゅあ峡南　10月27日（土）
　記念講演会、パフォーマンス、ワークショップ、利用団体・自主事業講座の活動発表・
　展示、バザー等を計画しています。誰もが自分らしくいきいきと輝いて生きるために
　ともに楽しみ、励まし支え合う仲間づくりと情報交換の機会とします。

ぴゅあ峡南

ぴゅあ総合

ぴゅあ富士

ぴゅあ
フェスティバル

本
の紹介

「『夢』を仕事に変えた女性たちの成功法則」
●傍嶋恵子著　●メディア・テック出版

だより
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【働く】女性蔵人　
伝統産業をしたい！

 高校生の頃に「日本の伝統」を仕事にしたい！と思ったという丸山さんは、

大学の実習で訪れた白州町（当時）の造り酒屋さんで「日本酒造り」を仕事

にしようと決めたそうです。その実習は決して簡単で楽しいものではなかっ

たといいます。

　蔵人という厳しい職人の世界だったのですが、逆に、その職人の世界の規

律は、『和』であり、これが「日本の伝統」を受け継ぐ姿だと感じたそうです。

　就職後は、男女の別のない力仕事の連続、日々刻々と変化する酵母と相対

する毎日、日本酒造りは、微妙な調整や思い切った決断も必要とされるので

毎年同じということはないといいます。

　近年、杜氏の親方と取り組んでいるのが、地元白州の地から「酵母菌」を

探しだし、地元白州で育まれた酒米、そして、もちろん白州の水で醸造した

地産地消のお酒をつくること。でも、同時に様々な農業の厳しさにも触れ、

醸造だけではなく、まだまだ、やらなければならないことがあるといいます。

「これからも地元の人に愛していただけるお酒を造っていけたらなあと思っ

ています。」

　大事な「酵母」を愛おしそうに見せてくださった丸山さんは、本当に今の

仕事が大好きなのだと感じました。

Vol.40 

《蔵人》丸山智香さん　
山梨銘醸株式会社、北杜市

Vol.39以前は、やまなし女性の応援サイト
http://www.pref.yamanashi.jp/challenge/interviewlist.php でご確認ください。

　同性の先輩がきわめて少ない業界なので、一人で悩むことも多いので

すが、適度な気分転換を心がけて、道を探りながら気長に続けていく事

だと思います。

　自分に出来る事を、丁寧に精一杯努めていると、いつか道が開けてく

ると思います。

後輩女性へのメッセージ
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　笛吹市では、合併前の各町村の推進の取り組みを停滞させることなく着実に推進する

ため、笛吹市男女共同参画委員会を設置してプランの策定に取り組み、平成18年3月に「輝

け男女　笛吹プラン」を策定しました。

　プランは5年計画で、初年度の平成18年度には、「輝け男女笛吹フォーラム2006」の

開催を始め、男女共同参画委員が主体的に推進活動に取り組みました。プラン推進2年目

となる今年度は、より一層プランに基づいた推進を図るため、

男女共同参画委員会を発展継承させ男女共同参画推進委員

会（委員39名）を新たに設置しました。どうしたら地域に

浸透するかを課題に、推進委員会で工夫しながら地区学習

会など活動を展開していく予定です。

　男女共同参画行政の担当窓口は、今年度新設

された市民活動支援課です。市では昨年度から

実施している職員研修を継続して行うとともに、

今後庁内体制を整備し各関係部署と連携を図り

ながら、男女共同参画社会の実現に向けて、市民、

事業所、各種団体等との協働の取り組みを進め

ていきたいと考えています。

　甲斐市では、平成18年3月に「甲斐ヒューマンプラン」を策定し、「男女が共に支え

あう　生活快適都市をめざして」を総合目標に掲げ様々な取り組みを行っています。

　プランは、6つの基本目標と17の重点目標を定め、本市が将来に向けて進むべき方向

を取りまとめています。

　プランを推進する活動基盤となる「甲斐ヒューマンプラン推進委員会」を平成18年8

月に設置し、27名の委員が積極的に推進活動を展開しています。委員会では、パフォー

マンスとしてペープサートを作成し、「甲斐市男女共同参画推進フォーラム」などで披

露し、意識啓発に努めています。

　また、地域への細やかな活動を目指し、モデ

ル地区の選定や市民意識調査、男の料理教室な

どを計画し、実施に向けて前進しています。

　今後、市民と行政が協働し、男女共同参画社

会が真に実感できるまちとなるよう、積極的に

推進することとしています。
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我 が ま ち の 男 女 共 同 参 画

●県内市町村の男女共同参画関連施策についてご紹介します。
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　上野原市は、平成17年2月に上野原町と秋山村が合併し、上
野原市が誕生しました。
　上野原市では、平成17年6月に住民が手がけ完成させた上野
原市男女共同参画プラン「上野原スマイルプラン」を策定しま
した。同年10月には上野原市男女共同参画推進委員会を発足し、
1期2年任期とした推進委員を委嘱し、現在18名の委員を中心
に「地域」「家庭」「職場」の3つの部会に分かれ、それぞれプラ
ンの基本目標の達成を目指して推進・啓発活動を行っています。
　委員会の活動は、昨年度は10月にフォーラムを開催し、講演
会と3部会の活動発表を行いました。
　今年度は1期の推進委員が任期満了を迎えるので、各部会の企
画運営によるミニセミナーを5月～6月にかけて開催しました。
地域部会では、秋山地区で地域の方々の協力を得て地域交流会（異
年齢交流）を開催し、家庭部会では熟年男性を対象とした料理
教室を、職場部会では（財）21世紀職業財団山梨事務所長を講
師に招いての講演会を開催しました。
　8月19日に開催したフォーラムでは、大月短期大学の村越学
長を招いて、講演会を行いました。講師は幅広い経験をお持ち
の方で、いろいろな視点から男女共同参画について分かり易く
お話ししていただきました。
　今後は更に地域の方々と協力し連携を深め、上野原スマイル
プランの推進・実践を推し進めていきたいと考えています。

　合併後、甲州市として新たに委嘱された39名の男女共同参画推進委員による活動は、

プラン策定作業からスタートし、旧市町村のプランを活かしつつ、魅力あるまちづくり

人づくりを目指した「甲州フルーティー夢プラン」を平成19年3月策定しました。

　このプランを基に、家庭・職場・地域そして学校や社会という視点から、推進の細か

な実施計画を立てました。家族の役割分担意識を見直すきっかけ作りのためのモデル家

庭認定チャレンジや、女性の負担軽減を目指したモデル地域での新盆簡素化申し合わせ、

地元CATVでの啓発番組の企画など、意欲的に推進活動に取り組んでいます。

　また、推進委員会では年1回、市民全体への啓発活動としてフォーラムを開催していま

す。昨年度は、推進委員による寸劇も披露し、身近な男女共

同参画を楽しく分かりやすく伝えていきました。

　甲州市としての推進活動は、

まだ始まったばかりですが、熱

意ある推進委員と行政の後押し

で、市民みんなが未来の男女共

同参画社会ために一歩一歩前進

していけるよう、取り組んでい

きたいと考えています。

あした
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ご 利 用 案 内

山梨県男女共同参画課
〒400-8501 甲府市丸の内1-6-1　Tel. 055-223-1358　E-mail : danjo@pref.yamanashi.lg.jp

山梨県立男女共同参画推進センター
●ぴゅあ総合：〒400-0862  甲府市朝気1-2-2　Tel. 055-235-4171
●ぴゅあ峡南：〒409-2305  南巨摩郡南部町内船9353-2　Tel. 0556-64-4777
●ぴゅあ富士：〒402-0052  都留市中央3-9-3　Tel. 0554-45-1666

　ぴゅあ総合では女性総合相談窓口を開設し、専任の相談員が、女性が抱える様々な相談に応じています。
また、配偶者暴力相談支援センターとしての業務も行っています。
　●相談日　火曜日～日曜日（月曜日、祝日の翌日、年末年始は休み）
　●電話相談　9：00～17：00（相談専用電話  Tel. 055-237-7830）
　●面接相談　9：00～17：00（受付は16：00まで）

　少子高齢化、人口減少社会への移行など社会経済情勢の急速な変化、また、
新たな分野においても男女共同参画を一層進めるため、今後5年間にわたっ
て展開する様々な施策について方向を具体的に示しています。
　わかりやすい普及啓発、企業における男女共同参画の促進、消防など新た
な分野における男女共同参画の推進、再就職や起業等における女性のチャレ
ンジ支援などに留意し策定しました。

　●男女共同参画に関する県民意識・実態調査結果
　　（Ｈ17年度実施）
　●男女共同参画啓発パンフレット
　●年次報告書（Ｈ15年度～Ｈ18年度）
　●ＤＶ防止啓発パンフレット　　　　　など

編集・発行

女性総合相談を行っています

「第2次山梨県男女共同参画計画」を策定しました！
　shttp://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/danjo/
　　44122063610.html

「山梨県男女共同参画課ホームページ」では
各種資料がご覧になれます！
　shttp://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/danjo/index.html

男女共同参画啓発
パンフレット
を作成しましたので、
ご活用ください！
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